
令和３年もアッと言う間に半年が過ぎ、もう折り返しの７月です。
令和２年度は、新型コロナウィルス感染症の感染拡大を防止するため、「３年間の集大成」

として実施する予定だった長期自然体験事業「限界突破キャンプ」を中止しました。
本年度は、コロナ対策をしっかり行い、１年ぶりに「限界突破キャンプ」を実施いたします。

子ども達も「キャンプ」を待ち望んでいた様子で57名の応募があり、先日、抽選により18名
の参加者を決定いたしました。

今回の「限界突破キャンプ」は、慶応義塾大学医学部眼科学教室との共同研究プロジェクト
として、３時間以上の屋外での活動が、青少年の目の成長にとってどんな影響があるかを調査
する予定です。どんな調査結果が出るのか楽しみです。

所長 松村 純子

国立赤城青少年交流の家ニュースレターvol.５０【季刊誌】
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インスタグラムはじめました！

このたび、国立赤城青少年交流の家公式Instagramアカウントを開設いたしました。
当施設のマスコットキャラクター「ササビー」の目線で、赤城の豊かな自然や施設内
を紹介していきます。ぜひ、フォローをお願いいたします。

2021.７.1発行

『限界突破キャンプ １年ぶりに実施へ』



国立赤城青少年交流の家 https://akagi.niye.go.jp/
TEL: 027-289-7224   FAX: 027-289-7226
〒371-0101 群馬県前橋市富士見町赤城山27  E-mail:akagi@niye.go.jp

【タイトルの「カラゴロリ」は、赤城名物の“からっ風”と雷の“ゴロゴロ”に由来します】
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【体験ノススメ】
あかぎでこんなことができる！
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告知！報告

国立赤城青少年交流の家は4月24日（土）
に開所50周年記念式典を挙行しました。

当日は晴天に恵まれ、御来賓の方々をはじ
め、地元関係者やＯＢの皆様の御列席のもと、
無事に実施することができました。

本式典を通して、あらためて50周年の節
目を迎えることができたのは、地元の群馬県
をはじめ多くの皆様が今日まで支えてくだ
さったからこそと実感しました。

引き続き、交流の家をよろしくお願いいた
します。（吉田真）

あかぎ防災キャンプは、地域の防災力の向上を
目指し、これからの防災・減災の担い手である中
学生を中心とした「防災ジュニアリーダー」を育
成することを目的としたキャンプです。防災食の
野外炊事や避難所開設等、防災について関心・意
識を高めていくことができるプログラムとなって
おりますので、ぜひご参加ください！（塩原）

日 程：８月２０日（金）～２２日（日）
対 象：中学校１・２年生
募集期間：～７月２３日（金）

（詳細は、HPをご確認ください。）

あかぎ防災キャンプ

【スタッフコラム】

～職員オススメ！ＴＨＩＳ ＩＳ ＡＫＡＧＩ ！！～

群馬県といえばダルマ！50周年記念式典を
祝して制作された大きなだるまが、ロビーで
皆さんをお待ちしています。来所記念に写真
撮影はいかがでしょうか？是非、ご覧になっ
てください！（小林大）

【赤城山学習】
赤城山を活用した教育プログラムとして、

赤城山登山や覚満淵散策を通して「森林のは
たらき」や「自然環境」「環境保全」につい
て学ぶことができます。五感を使って自然を
感じながら、自然の仕組みについて学んでみ
ませんか。学校で利用されると各教科等の学
習として実施することもできます。ぜひご活
用ください！（竹内）

開所50周年記念式典


